
第
８
回
定
時
評
議
員
会
開

第
８
回
定
時
評
議
員
会
開
催催

２
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２
３
年
度
事
業
報

２
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２
３
年
度
事
業
報
告告
・・
計
算
書
類
承
認

計
算
書
類
承
認
――

周
年
記
念
事
業
総
括

　
周
年
記
念
事
業
総
括

7070

新
た
に
加
わ
っ
た
評
議
員
を
交
え
て

事
業
担
当
理
事
か
ら
詳
細
な
報
告

新
た
に
加
わ
っ
た
評
議
員
を
交
え
て
　
事
業
担
当
理
事
か
ら
詳
細
な
報
告
　2424

　（１）　　　　２０２４年（令和６年）７月１０日 友　　　愛 第５８９号  

　
６
月
　
日
（
土
）
午
前
　
自
よ
り
第
８
回
定
時
評
議
員
会
が
友
愛
サ
ロ
ン
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
主
要
な
議
題
で
あ
る
２
０
２
３
年
度
事

２２

１１

業
報
告
及
び
計
算
書
類
（
決
算
書
）
に
つ
い
て
、
報
告
・
協
議
が
な
さ
れ
た
。
第
一
号
議
案
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
、
第
二
号
議
案
２
０

２
３
年
度
計
算
書
類
共
に
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
就
任
し
た
評
議
員
も
加
わ
り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

償
・
事
業
比
率
に
つ
い
て
説
明
・

報
告
し
た
。

３
　
監
査
報
告

　
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
・

計
算
書
類
に
関
す
る
報
告
を
終

え
、
議
長
が
監
事
に
対
し
、
監

事
監
査
報
告
を
求
め
、
海
方
　

亨
監
事
が
、
こ
れ
に
応
え
監
査

報
告
書
を
読
み
上
げ
、
監
査
報

告
を
終
え
た
。

　
議
長
が
協
議
事
項
に
入
る
旨

を
告
げ
協
議
事
項
に
移
っ
た
。

４
　
協
　
議

　
議
長
は
、
第
一
号
議
案
、
第

二
号
議
案
共
に
既
に
詳
細
な
報

告
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

決
議
を
諮
る
旨
を
告
げ
決
議
を

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
第
一
号
議
案

　
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
及

び
、
第
二
号
議
案
２
０
２
３
年

度
計
算
書
類
と
も
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
議
長
は
、
各
担
当
理

事
に
、
事
業
の
現
状
報
告
を
求

め
、
各
事
業
担
当
理
事
が
下
記

の
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
出
す

る
資
料
を
基
に
、
現
状
報
告
を

行
っ
た
。

　
以
上
を
も
っ
て
予
定
さ
れ
た

議
事
全
部
の
審
議
及
び
報
告
を

終
え
た
。

　
昨
日
が
鳩
山
邦
夫
前
理
事
長

の
祥
月
命
日
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
長
か
ら
の
提
案
、
全
員

が
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
　
時
　
分
、
議
長
は
閉
会
を

１３

００

宣
し
、
解
散
し
た
。

出
席
者

　
戸
澤
英
典
評
議
員
・
萩
原
直
三

評
議
員
・
田
中
正
基
評
議
員
・
髙

橋
佳
大
評
議
員
・
小
西
健
斗
評
議

員
・
森
﨑
桃
子
評
議
員
・
青
山
高

惠
評
議
員

　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
・
井
上
和

子
理
事
・
谷
藤
悦
史
理
事
・
芳
賀

大
輔
理
事
・
西
川
伸
起
理
事
・
井

田
安
信
理
事
・
攪
上
哲
夫
理
事
・

山
嵜
偉
広
理
事
・
山
口
千
恵
子
理

事
・
後
藤
大
智
理
事

海
方
　
亨
　
監
事

及
び
事
務
局
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
が
つ
つ
が
な
く
実
施
さ

れ
て
い
る
旨
を
報
告
し
た
。

②
国
際
交
流
事
業

　
そ
の
１
　
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣

事
業
／
西
川
理
事

　
そ
の
２
　
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
受
入

事
業
／
西
川
理
事

　
そ
の
３
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業

支
援
・
農
業
指
導
者
育
成
事
業

／
井
田
理
事

③
表
彰
事
業

　
そ
の
１
　
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
／
攪
上
理
事

④
普
及
啓
発
活
動

　
そ
の
１
　
創
立
　
周
年
記
念

７０

事
業
／
芳
賀
理
事

　
そ
の
２
　
機
関
紙
『
友
愛
』

の
発
行
／
羽
中
田
事
務
局
長

　
そ
の
３
　
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉

強
会
開
催
／
後
藤
理
事

　
そ
の
４
　
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
交

流
会
開
催
／
後
藤
理
事

　
そ
の
５
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

公
開
・
更
新
／
羽
中
田
事
務
局

長２
　
２
０
２
３
年
度
計
算
書
類

（
決
算
）
報
告

　
事
業
に
関
す
る
報
告
を
終

え
、
議
長
が
質
問
を
募
っ
た
と

こ
ろ
全
員
が
事
業
報
告
に
関
し

て
は
理
解
し
て
い
る
旨
を
伝
え

た
の
で
、
議
長
は
２
０
２
３
年

度
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
の
報

告
を
理
事
長
に
求
め
、
理
事
長

は
、
羽
中
田
事
務
局
長
を
報
告

担
当
と
し
て
指
名
し
た
。

　
羽
中
田
事
務
局
長
は
、
下
記

の
三
点
に
つ
い
て
資
料
を
基

に
、
そ
の
仕
組
み
、
考
え
方
、

本
財
団
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
を
行
っ
た
。
事
前

に
配
布
さ
れ
た
資
料
「
２
０
２

３
年
度
計
算
書
類
」に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
に
新
た
な
資

料
を
提
示
し
、
①
費
用
の
按
分

に
つ
い
て
②
指
定
正
味
財
産
に

つ
い
て
③
遊
休
財
産
・
収
支
相

愛
理
念
の
普
及
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
議
長
は
、
２
０
２

３
年
度
の
業
務
執
行
報
告
を
理

事
長
に
求
め
た
。

　
理
事
長
は
、
２
０
２
３
年
度

事
業
報
告
書
を
基
に
、
事
業
執

行
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
各
担
当
理
事
か
ら
報
告
す

る
旨
が
告
げ
ら
れ
、
各
担
当
理

事
が
資
料
を
基
に
、
報
告
を
行

っ
た
。

１
　
２
０
２
３
年
度
業
務
執
行

報
告

①
総
　
論
／
理
事
長

　
第
一
に
報
告
す
べ
き
事
業
と

し
て
、
友
愛
創
立
　
周
年
記
念

７０

式
典
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
挙

げ
、
関
係
各
位
へ
の
協
力
に
対

す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
対
象

国
の
国
内
事
情
に
よ
り
、
当
初

の
方
針
通
り
に
実
施
で
き
て
い

な
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
を

埋
め
る
べ
く
新
た
な
道
を
探
っ

て
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
総
論

と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

　
以
下
、
各
事
業
の
担
当
理
事

　
次
に
、
議
長
が
理
事
長
に
挨

拶
を
求
め
、
理
事
長
は
下
記
の

通
り
挨
拶
し
た
。

理
事
長
挨
拶

　
い
つ
も
公
益
財
団
法
人
友
愛

の
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、
活
動
は
順
調

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
先
日
も
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の

メ
ン
バ
ー
数
名
と
、
韓
国
の
全

州
大
学
校
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
な
ど
の
事
業
を
展
開
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
日
韓
の

青
年
が
、
テ
ー
ブ
ル
を
一
つ
に

し
て
語
り
合
っ
て
い
る
姿
は
、

正
に
友
愛
の
実
践
と
い
う
感
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
日
私
は
、
明
日
の
「
慰
霊

の
日
」
の
式
典
に
参
列
す
る
た

め
沖
縄
に
向
か
い
ま
す
。
平
和

を
語
る
上
で
、
沖
縄
を
忘
れ
て

は
語
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
事
実
を
若
者
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
世
界
を
み
て
も
、
今
こ
そ

友
愛
理
念
が
大
切
だ
と
思
わ
れ

る
事
ば
か
り
で
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
も
友

し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
軽
装

で
あ
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ

い
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
議
の
成
立

　
議
長
の
指
示
を
受
け
、
事
務

局
が
出
席
人
数
を
報
告
し
、
議

長
は
こ
れ
を
以
て
、
第
８
回
評

議
員
会
の
成
立
を
宣
言
し
た
。

　
同
時
に
議
長
は
、
本
評
議
員

会
に
初
参
加
の
評
議
員
に
挨
拶

を
求
め
、
小
西
評
議
員
、
森
﨑

評
員
、
青
山
評
議
員
が
こ
れ
に

応
え
、
簡
単
な
自
己
紹
介
を
兼

ね
た
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
議
長
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
進

行
を
務
め
、
定
款
第
　
条
に
基

２３

づ
き
、
互
選
に
よ
る
議
長
の
選

任
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
戸
澤
英

典
評
議
員
に
と
の
声
が
あ
り
、

全
員
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
全
会
一

致
で
戸
澤
英
典
評
議
員
を
議
長

と
し
た
。

議
長
挨
拶

　
戸
澤
英
典
で
す
。
ご
指
名
を

頂
い
た
の
で
、
議
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
東
北
大
学
の
教
授
を
務
め
て

お
り
ま
す
。
仙
台
か
ら
参
り
ま

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
活
躍
を
基
に
、
新
た
な

日
韓
関
係
が
生
ま
れ
る
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
と
挨
拶
　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

　
周
年
記
念
式
典
・
記
念
事
業
も
無
事

７０終
了
し
、
新
し
い
友
愛
が
躍
動
す
る
時

だ
と
思
い
ま
す
。
戸
澤
英
典
議
長

▼
久
々
に
長
め
の
家
族
旅
行
を

計
画
し
て
い
る
。
夏
休
み
に
ド

ジ
ャ
ー
ス
大
谷
を
観
戦
し
た
い

と
い
う
希
望
か
ら
始
ま
っ
た
話

だ
っ
た
が
、
歴
史
的
円
安
と
米

国
の
イ
ン
フ
レ
が
進
む
中
で
大

枚
を
は
た
く
余
裕
も
な
く
、
格

安
航
空
券
を
駆
使
し
て
沖
縄
か

ら
台
湾
を
回
る
こ
と
で
手
を
打

っ
た
。
▼
大
ま
か
な
旅
程
を
手

配
し
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
相
談

し
て
い
る
の
だ
が
イ
マ
イ
チ
噛

み
合
わ
な
い
。
家
族
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
は
、
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ

ン
グ
や
「
海
馬
遊
び
」
な
ど
南

の
島
を
満
喫
し
よ
う
と
い
う
も

の
ば
か
り
で
、
こ
ち
ら
が
提
案

す
る
の
は
旧
海
軍
総
司
令
部
壕

や
辺
野
古
テ
ン
ト
村
で
あ
る
。

果
た
し
て
歩
み
寄
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
何
と
も
心
許
な

い
。
▼
戦
争
跡
地
や
被
災
地
な

ど
死
や
悲
し
み
に
ま
つ
わ
る
場

所
を
訪
問
す
る
観
光
は
「
ダ
ー

ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ

る
。
時
と
し
て
野
次
馬
根
性
の

発
露
に
過
ぎ
ず
、
あ
る
い
は
人

の
不
幸
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
側

面
に
は
批
判
も
見
ら
れ
る
が
、

無
関
心
よ
り
は
よ
っ
ぽ
ど
ま
し

と
思
う
。
▼
さ
て
台
湾
で
は
ど

こ
に
行
こ
う
か
と
調
べ
る
う

ち
、
複
雑
な
状
況
に
気
づ
い

た
。
沖
縄
で
は
、
旧
日
本
軍
に

よ
る
沖
縄
戦
か
ら
米
軍
に
よ
る

占
領
期
と
返
還
後
の
基
地
の
存

続
に
ま
つ
わ
る
場
所
が
ダ
ー
ク

と
い
う
こ
と
に
異
論
な
い
だ
ろ

う
が
、
台
湾
の
場
合
に
は
日
本

統
治
期
へ
の
評
価
や
大
陸
中
国

へ
の
態
度
に
よ
っ
て
ダ
ー
ク
と

さ
れ
る
も
の
が
異
な
る
ら
し

い
。
▼
そ
も
そ
も
台
湾
に
も
足

を
延
ば
そ
う
と
思
い
立
っ
た
の

は
、
人
民
解
放
軍
創
設
百
周
年

に
あ
た
る
二
〇
二
七
年
ま
で
に

習
近
平
政
権
が
「
中
台
統
一
」

を
図
る
可
能
性
を
説
く
論
説
を

目
に
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま

あ
杞
憂
だ
よ
な
、
と
カ
バ
ラ
ン

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
の
検
索
に

転
じ
た
が
、
今
度
は
家
族
に
即

却
下
さ
れ
る
未
来
線
が
頭
に
浮

か
ん
で
い
る
。 

（
ヒ
ゲ
）

＊
事
業
報
告
書
・
計
算
書
類
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

青
山
高
惠
評
議
員（
旧
友
愛
婦
人
会
所
属
）

森
﨑
桃
子
評
議
員
（
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
）

小
西
健
斗
評
議
員（
鳩
山
友
愛
塾
修
了
）



　２０２４年（令和６年）７月１０日 友　　　愛 第５８９号　（２）　

備
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
友
愛

を
学
び
貴
重
な
経
験
を
共
に
し

た
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
、
派
遣

事
業
を
練
っ
て
い
た
だ
い
た
理

事
・
事
務
局
の
皆
さ
ま
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
社
会
人
）

最
後
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
友
愛
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
事
前
研
修
や
会
議

を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
形
で
も
開
い

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

遠
方
に
住
む
私
も
問
題
な
く
準

が
付
箋
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
　
時
間
内
に
結
論
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
外
来
種

の
存
在
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い

る
産
業
が
両
国
に
は
共
通
し
て

あ
り
、
た
だ
外
来
種
を
排
除
す

れ
ば
解
決
す
る
と
い
う
単
純
な

問
題
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
で
き
た
。　

　
鳩
山
理
事
長
は
講
演
の
中
で

「
一
つ
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
が

で
き
る
こ
と
を
夢
に
見
て
い

る
」と
強
調
し
て
い
た
。
私
は
、

実
現
の
た
め
に
は
互
い
の
国
の

事
情
を
理
解
し
、
一
方
的
な
博

愛
で
は
な
く
友
愛
の
精
神
を
持

っ
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
助
け

合
う
べ
き
と
強
く
共
感
し
た
。

ま
た
、
相
手
と
実
際
に
話
を
し

て
存
在
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

も
相
互
理
解
に
は
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
。

　
今
回
の
派
遣
事
業
は
相
互
理

解
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
感

じ
、
韓
国
に
つ
い
て
よ
り
知
り

た
く
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
で
注
目
し
、
今
回
議
論
し
た

全
州
大
学
生
の
顔
を
思
い
出
し

て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
　

て
も
良
い
目
を
し
て
い
た
と
印

象
深
い
。

　
私
が
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
際
、
言
葉
で
は
、
じ
か
に

伝
わ
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と

し
て
も
礼
儀
正
し
く
心
で
聞
い

て
く
れ
た
学
生
に
、
胸
が
熱
く

な
っ
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
私
の
班
は
日
本
と
韓

国
の
外
来
種
に
よ
る
影
響
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
全
州
大
学
校
学
生
は
突
発

的
に
与
え
ら
れ
た
議
題
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
班
員
全
員
が
意
見

を
出
し
、
終
了
時
に
は
模
造
紙

　
夢
を
持
て
！
。

　
実
業
家
の
金
先
生
は
祝
辞
の

冒
頭
で
参
加
者
に
呼
び
か
け

た
。
　
参
加
し
た
全
州
大
校
学
生
は

「
日
本
の
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
。

日
本
の
教
会
で
牧
師
を
し
た

い
」
と
真
っ
す
ぐ
な
目
で
私
に

夢
を
語
っ
た
。

　
目
の
前
の
こ
と
を
ご
ま
か
さ

ず
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
た

り
、
自
己
研
鑽
に
励
ん
だ
り
し

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と

で
は
目
が
全
く
違
う
と
社
会
人

と
し
て
私
は
強
く
感
じ
て
お

り
、
全
州
大
学
校
の
学
生
は
と

　
５
月
　
日
（
日
）
か
ら
　
日
（
火
）
三
日
間
の
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
韓
国
全
州
大
学
校
に
於
い
て
「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

２６

２８

の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
た
に
日
韓
の
若
者
同
志
に
よ
る
話
し
合
い
の
場
を
と
い
う
こ
と
で
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
有
志

６
名
が
同
行
し
、
全
州
大
学
校
で
の
ス
ピ
ー
チ
、
在
校
生
と
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
な
試
み
は
大
成
功
を

収
め
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
も
「
胸
が
熱
く
な
っ
た
」
と
評
し
た
程
で
し
た
。
参
加
し
た
６
名
の
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
に
感
想
文
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
で
の
雰
囲
気
も
お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
に
、期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
度

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス

２
０
２
４
年
度
　
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
トト

韓
国
全
州
大
学
校
に
て
開
催

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
も
参

韓
国
  全
州
大
学
校
に
て
開
催
　
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
も
参
加加

初
め
て
の
試
み
・
若
者
同
志
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
実

初
め
て
の
試
み
・
若
者
同
志
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
実
施施

全
州
大
学
校
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
学
生
達
と
記
念
撮
影

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
と
学
生
達
は
、
言
葉
の
違
い
を
も
の
と
も
せ
ず
に
積
極
的

に
交
流
。
日
韓
関
係
の
未
来
は
決
し
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
い
！

　
今
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
１
テ
ー
ブ
ル
　
名
ほ
ど
で
行

１０

い
、
テ
ー
マ
は
当
日
ラ
ン
ダ
ム

に
各
テ
ー
ブ
ル
に
振
り
当
て
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
反
省
点
と
し
て
は
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
内
容
に
関
し

て
は
、（
私
た
ち
友
愛
ユ
ニ
オ
ン

メ
ン
バ
ー
は
、
事
前
研
修
で
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
も
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
全
州
大
学
校
の

学
生
達
は
、
当
日
知
ら
さ
れ
た

よ
う
で
し
た
）
事
前
に
グ
ル
ー

プ
で
割
り
振
り
を
決
め
、
現
地

学
生
さ
ん
も
そ
の
テ
ー
マ
に
則

し
て
下
調
べ
が
で
き
た
状
態
で

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
る
と
よ

り
具
体
的
で
有
意
義
な
会
話
が

楽
し
め
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
良
か
っ
た
点
と
し
て
は
日
本

と
韓
国
の
共
通
点
を
見
つ
け
て

そ
こ
か
ら
問
題
を
抽
出
し
、
互

い
の
国
の
発
展
の
た
め
に
実
り

の
あ
る
議
論
を
し
よ
う
と
す
る

気
概
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
こ
と

で
す
。
私
た
ち
友
愛
ユ
ニ
オ
ン

メ
ン
バ
ー
が
提
起
す
る
問
題
と

対
策
に
対
し
て
、
彼
ら
自
身
の

意
見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
私
た
ち
自
身

も
考
え
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
違
っ
た
目
線

か
ら
テ
ー
マ
を
用
意
し
、
多
く

の
人
々
の
考
え
を
知
り
、
互
い

に
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
交
流
の
機
会
を
よ
り
多
く
体

験
し
た
い
、
体
験
す
べ
き
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
彼
ら
が
来
日
し
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
友
愛
事
務
局
（
友
愛

サ
ロ
ン
・
資
料
室
）
に
お
越
し

頂
き
、
更
な
る
お
互
い
の
交
流

を
深
め
る
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
大
学
生
）

く
、
今
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を

取
り
あ
う
ほ
ど
親
交
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
つ
か
彼
ら
が
日
本
に
来
た

時
に
は
、
今
度
は
自
分
た
ち
が

東
京
の
街
を
案
内
し
て
恩
返
し

を
し
た
い
と
、
旧
知
の
友
人
の

よ
う
に
思
い
を
寄
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
う
し
た
人
と
人
と
の

繋
が
り
に
友
愛
の
精
神
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
助

け
合
え
る
存
在
や
繋
が
り
は
、

ま
さ
に
相
互
理
解
・
相
互
尊
重

の
精
神
の
も
と
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
の
象
徴
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
回
私
た
ち
は
韓
国
の
全
州

大
学
校
を
訪
れ
多
く
の
現
地
学

生
と
交
流
を
行
う
中
で
、
友
愛

と
は
何
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る

日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　
全
州
大
学
校
の
皆
さ
ん
は
と

て
も
日
本
語
が
上
手
で
、
普
段

の
会
話
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
難
し
い
内
容
ま
で
す
べ
て

日
本
語
で
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
積
極
的
に
発
言
を
し
て
く
れ

る
学
生
さ
ん
が
多
く
、
グ
ル
ー

プ
で
の
議
論
は
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
何
よ
り
私
た
ち
友
愛
ユ
ニ
オ

ン
と
の
繋
が
り
を
求
め
て
今
回

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
く
れ
た
学
生
さ
ん
も
多

相
互
理
解
の
た
め
の
一
歩

橘
  颯
太
郎

人
と
人
と
の
繋
が
り
に
友
愛
の
精
神
が
あ
る

小
倉
  佑
太

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
の
講
演
は
、
韓
国
の
学
生
達
に
人
気
が
高
い
。
全
州
大
学
校
の

み
な
ら
ず
、
他
校
か
ら
の
聴
衆
も
多
く
み
ら
れ
た

「
容
中
律
」
の
言
葉
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
友
愛
が
大
切
と
述
べ
た

全
州
大
学
校
　
尹
燦
榮
（
ユ
ン
チ
ョ
ン

サ
ン
）
副
総
長
か
ら
も
、
歓
迎
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た

全
州
大
学
校
の
誇
る
、
見
事
な
図
書
館

を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
設
備
、
規

模
、
蔵
書
・
資
料
　
見
事
な
も
の
だ

全
州
大
学
校
の
お
招
き
で
、
昼
食
会
場

へ
。
庭
に
は
見
事
な
東
屋
が
設
え
て
あ

り
、
友
愛
訪
韓
団
全
員
で
記
念
撮
影
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私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
　
 
 韓
国手

塚
  七
彩

in

ぎ
、
も
っ
と
交
流
し
、
話
し
合

い
た
か
っ
た
な
と
感
じ
る
ほ
ど

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
全
州
大
学
校
か
ら
大
学
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
馬

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
土
産
に
頂

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
見
る

た
び
に
今
で
も
充
実
し
た
思
い

出
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
訪
韓
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
帯
同
で
き
た
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
に
将
来
を

託
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
若
者
同

士
で
の
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ

と
が
非
常
に
重
要
な
の
だ
と
、

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

実
感
し
ま
し
た
。

　
友
愛
の
活
動
を
通
し
て
、
友

愛
精
神
を
育
み
、
学
び
合
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
。

（
社
会
人
）

そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
て
い
る
こ
と

を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
韓
国
の
レ
ス

ト
ラ
ン
等
は
提
供
さ
れ
る
食
事

の
品
数
が
多
く
、
す
べ
て
食
べ

き
れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う

意
見
で
し
た
。

　
確
か
に
私
が
滞
在
し
た
ホ
テ

ル
の
朝
食
も
、
日
本
と
比
べ
て

品
数
が
多
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
は
韓
国
の
食
文
化

が
、
お
客
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の

食
材
で
お
も
て
な
し
を
、
と
い

う
こ
と
の
表
れ
だ
そ
う
で
す
。

日
本
と
の
食
文
化
の
違
い
と
し

て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
他
に
も
、
韓
国
で
は
日
本
の

ア
ニ
メ
が
流
行
っ
て
い
る
こ

と
、
日
本
と
韓
国
の
間
で
留
学

生
の
数
が
増
え
て
お
り
、
交
流

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等

楽
し
く
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

様
々
な
活
動
を
行
う
中
で
、「
友

愛
」
と
い
う
言
葉
は
友
人
だ
け

で
な
く
、
見
ず
知
ら
ず
の
他
者

も
含
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
他
者
（
相
手
）
の
長

所
短
所
、
強
さ
弱
さ
、
そ
し
て

自
分
と
の
違
い
や
共
通
点
を
受

け
入
れ
、
理
解
す
る
こ
と
が
友

愛
精
神
で
は
な
い
か
と
思
い
、

全
州
大
学
校
の
学
生
の
皆
さ
ん

に
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　
十
人
い
れ
ば
十
人
十
色
の
友

愛
の
解
釈
、
友
愛
精
神
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
チ
は
、
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
後
全

州
大
学
校
の
学
生
の
皆
さ
ん
と

の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る

の
で
、
そ
こ
で
皆
さ
ん
の
こ
と

を
知
り
、
私
た
ち
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
私
の
グ
ル
ー
プ
は

「
フ
ー
ド
ロ
ス
」
に
つ
い
て
、

　
そ
の
後
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン

バ
ー
６
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思

う「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
？
」

を
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　
私
は
初
め
て
「
友
愛
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
た
時
、
友
人

に
対
す
る
親
愛
の
言
葉
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友

愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
と
し
て

　
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
韓

国
。
今
回
は
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の

み
ん
な
の
思
い
を
背
負
っ
て
、

日
本
と
韓
国
の
架
け
橋
に
な
る

た
め
に
臨
み
ま
し
た
。

　
全
州
大
学
校
に
訪
れ
、
ホ
ー

ル
で
鳩
山
由
紀
夫
先
生
や
全
州

大
学
校
の
副
総
長
の
講
話
等
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
生
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
理
事
長
や
理
事
の
方
々

に
同
行
さ
せ
て
頂
き
、
道
中
で

様
々
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出

来
た
の
は
、
と
て
も
刺
激
的
で

有
意
義
で
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

（
社
会
人
）

で
、
誰
か
を
置
き
去
り
に
し
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
。
地
球
で
暮
ら
す
一
人
の
人

間
と
し
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
」
を
達
成
す
る
た
め

に
出
来
る
こ
と
を
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

人
の
繋
が
り
に
お
い
て
は
、
歴

史
や
国
益
は
考
慮
さ
れ
ず
、
相

手
を
知
り
た
い
、
仲
良
く
し
た

い
と
い
う
純
粋
な
気
持
ち
だ
け

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
国

境
を
越
え
た
小
さ
な
繋
が
り
の

積
み
重
ね
が
、
強
力
な
力
と
な

り
大
き
な
成
果
を
導
く
の
で
は

な
い
か
。
今
回
の
交
流
を
経
て

そ
う
感
じ
ま
し
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
議

論
を
交
わ
し
、　
の
ゴ
ー
ル
を

１７

達
成
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
は

何
が
出
来
る
か
を
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
と
い
う
テ
ー
マ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
環
境
問
題
や
先
進

国
／
途
上
国
と
い
う
枠
組
み
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
日
々
の
生
活
で
困
っ
て

い
る
人
を
見
つ
け
た
際
に
、
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

な
が
ら
も
、
慣
れ
な
い
日
本
語

を
使
っ
て
一
生
懸
命
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
期
一
会
の
出
会
い
を
大
切

に
し
、
相
手
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
誠
実
な
気
持
ち
に
心
を
動

か
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
重
要
な
の
は
、
言
語
を

流
暢
に
話
す
こ
と
で
は
な
く
、

相
手
に
歩
み
寄
ろ
う
と
す
る
姿

勢
で
あ
る
と
彼
ら
か
ら
学
び
ま

し
た
。

　
現
在
、
世
界
に
は
国
家
間
で

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
国
と
国
で
は
な
く
人
と

　
何
気
な
い
出
会
い
を
大
切

に
、
国
籍
・
人
種
・
性
別
の
壁

を
越
え
て
、
誰
に
対
し
て
も
誠

実
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
。

　
全
州
大
学
校
の
学
生
の
皆
さ

ん
の
前
で
発
表
し
た
私
に
と
っ

て
の
友
愛
で
す
。

　
今
回
の
全
州
大
学
校
訪
問
、

学
生
の
皆
さ
ん
と
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
私
の
考
え

る
友
愛
を
体
現
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
全
州
大
学
校
の
学
生
の
皆
さ

ん
は
我
々
の
訪
問
を
温
か
い
笑

顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
り

全州大学校で友愛ユニオンのメンバーがそれぞれの「私にとって友愛とは」をスピーチ。友愛ユニオンとして
の活動の中で培われた「友愛理念」を、独自の切り口から構築した内容で語り、大きな拍手を受けた。
講堂を埋め尽くす聴衆を前に、各人見事なスピーチを行った。
登壇しているのは手塚七彩さん。後列は既に登壇を終えた（写真左側）小倉佑太さん・巳上小楽咲さん。これ
から演壇に立つ（写真右側／左から北島貴央さん・橘颯太郎さん・鈴木健太さん

初
め
て
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
た
、
若
者
同
士
に

よ
る
「
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
も
各
テ
ー
ブ
ル
を
廻
り
、
質

問
し
た
り
、
意
見
交
換
に
聞
き
入
っ
た
り
と
、
積

極
的
に
若
者
と
の
交
流
を
実
践
さ
れ
た
。

―
橘
颯
太
郎
さ
ん
の
担
当
す
る
テ
ー
ブ
ル
で
―

攪
上
哲
夫
理
事
も
各
テ
ー
ブ
ル
を
廻
り
、
若
者
の

様
子
を
観
察
。
６
テ
ー
ブ
ル
設
置
さ
れ
、
各
テ
ー

ブ
ル
に
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
一
名
づ
つ

割
り
当
て
ら
れ
、
全
州
大
学
校
の
学
生
と
意
見
交

換
。
若
者
同
志
の
強
み
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て

い
た
。 

―
巳
上
小
楽
咲
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
―

共
通
テ
ー
マ
は「
環
境
問
題
」。
各
人
の
意
見
を
付

箋
紙
に
書
き
込
み
、
大
き
な
紙
の
上
で
グ
ル
ー
プ

分
け
し
て
結
論
を
導
く
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
言
葉
の
壁
を
越
え
て
、
積
極
的
に
意
見
が
飛

び
出
し
て
く
る
。
テ
ー
ブ
ル
を
飛
び
出
し
壁
を
活

用
し
て
議
論
 

―
小
倉
佑
太
さ
ん
の
チ
ー
ム
―

こ
の
テ
ー
ブ
ル
の
テ
ー
マ
は「
植
林
と
環
境
」。
難

し
い
問
題
を
与
え
ら
れ
、
み
な
真
剣
な
表
情
で
議

論
を
進
め
る
。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
一
人
に
対
し
て
、

全
州
大
学
校
学
生
は
　
名
ほ
ど
。
仕
切
り
な
が
ら

１２

意
見
を
聞
き
だ
し
、
テ
ー
マ
の
総
合
意
見
を
導
い

て
い
く
 

―
北
島
貴
央
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
―

初
め
て
会
っ
て
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
て
、
既
に
み
ん
な
既
知
の
友
人

の
如
く
打
ち
解
け
て
い
る
。
若
者
の
可
能
性
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
、素
晴
ら
し
い
未
来
が
見
え
て
い
る
。

全
員
が
指
で
ハ
ー
ト
を
つ
く
る
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て

記
念
撮
影
 

―
鈴
木
健
太
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
―

Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
全
州
大
学
校
生
）
＆
　
Ｉ

（
友
愛
メ
ン
バ
ー
）
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
Ｗ
Ｅ

＆
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
．

鈴
木
  健
太
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◆
毎
日
「
危
険
な
暑
さ
」
が
続

い
て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ま

が
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
地
球

温
暖
化
の
せ
い
な
の
で
し
ょ
う

か
、
昔
は
こ
ん
な
に
ま
で
は
暑

く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
の
育
っ
た
山
梨
県
大
月

市
は
盆
地
で
、
冬
の
寒
さ
も
夏

の
暑
さ
も
厳
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
れ
で
も
　
℃
が
通
常
と

３５

い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
天
気
予
報
で
気
温
が
発

表
さ
れ
る
度
に
思
う
の
で
す

が
、
あ
れ
は
観
測
用
の
「
百
葉

箱
」
の
中
で
記
録
さ
れ
た
「
学

術
的
温
度
」
だ
と
感
じ
ま
す
。

日
差
し
を
遮
り
、
風
も
通
る
造

り
の
百
葉
箱
の
中
の
温
度
と
、

直
射
日
光
や
照
り
返
し
を
受
け

る
状
況
で
は
、
体
感
温
度
は
相

当
違
う
と
思
い
ま
す
。
ぬ
る
目

の
お
風
呂
の
温
度
の
様
な
毎

日
、
８
月
９
月
と
続
く
の
で
し

ょ
う
。
皆
さ
ま
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
も
）

2024年度会費納入のお願い
機関紙『友愛』と併せて、会費振込用紙を送らせていただいて
折ります。この振込用紙をご利用いただき、2024年度会費を
お送りください。
皆さまからお寄せ頂く会費が、友愛活動の源です。　
よろしくお願い申し上げます。　

＊毎年同封しておりましたお願い状は、郵便法の関係で同封で
きません。悪しからずご了承くださいますようお願い申し上げ
ます。

お問い合せは友愛事務局までお気軽に

容
中
律
の
世
界
で
育
ま
れ
る
友
愛
精
神

北
島
  貴
央

Ｚ
世
代
に
お
け
る
日
韓
交
流
の
在
り
方

巳
上
  小
楽
咲

を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
　

「
人
間
社
会
と
自
然
が
共
存
で

き
る
ク
リ
ー
ン
な
未
来
を
志
向

し
よ
う
」
と
い
う
共
通
理
解
に

達
し
ま
し
た
。
こ
れ
自
体
は
大

き
な
出
来
事
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
日
韓
の
若
者
が

直
接
議
論
し
、
一
つ
の
結
論
に

達
し
た
事
実
に
は
非
常
に
大
き

な
価
値
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い

の
状
況
を
理
解
し
、
尊
重
し
合

う
姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
ゴ

ー
ル
に
は
簡
単
に
辿
り
着
け
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
友

愛
精
神
が
育
ま
れ
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
精
神
が
あ
れ
ば
、
環
境

問
題
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
対
話
が
で
き

る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
本
当
に
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活

動
が
今
後
も
継
続
・
拡
大
し
、

多
く
の
若
者
に
国
境
を
超
え
た

対
話
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
で
い
え
ば
、
同
世
代

の
若
者
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
な

経
験
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

で
き
る
こ
と
を
実
行
に
移
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

た
ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た

全
州
大
学
校
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
派
遣
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
っ
た
友
愛
事
務
局

や
理
事
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

社
会
人
）

　
５
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け

２６

２８

て
、
韓
国
・
全
州
に
て
、
全
州

大
学
校
の
学
生
た
ち
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
交
流
を

し
て
き
ま
し
た
。
移
動
が
多

く
、
ま
た
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
多
く
の
発

見
が
あ
り
、
非
常
に
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
担
当
し
た
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
全
州
大
学
校
の
学
生
　
人
１０

と
共
に
植
林
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
活
動
を
さ
ら
に
効
果

的
に
進
め
る
方
法
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
非
常

に
多
様
で
あ
り
、
高
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
の
１
年
生
か
ら
、

兵
役
を
終
え
た
学
生
、
社
会
人

を
経
験
し
た
後
に
再
び
学
び
始

め
た
学
生
ま
で
様
々
で
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
期
待
通

り
に
盛
り
上
が
り
、
大
変
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
定
さ
れ
た
時
間
が
短
か
っ

た
た
め
、
全
て
の
意
見
を
十
分

に
引
き
出
す
こ
と
は
難
し
か
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生

が
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
は
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

鳩
山
理
事
長
が
講
演
で
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
「
容
中
律
」
に
基

づ
く
命
題
へ
の
考
え
方
が
、
す

で
に
学
生
た
ち
の
中
に
馴
染
ん

で
い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

一
緒
に
植
林
に
つ
い
て
考
え
て

く
れ
た
学
生
た
ち
に
は
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
を
通
じ
て
、
対

面
で
の
議
論
す
る
こ
と
の
価
値

　
Ｚ
世
代
の
私
た
ち
に
と
っ

て
、
一
度
の
出
会
い
は
一
生
の

宝
物
で
す
。
実
際
、
連
絡
先
を

交
換
し
た
学
生
た
ち
と
は
、
今

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
交
流
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
若
者
の
可

能
性
を
信
じ
、
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
を
は
じ
め
全
て
の
関

係
者
の
方
に
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
大
学
生
）

以
て
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
し
ま
し

た
。
仲
良
く
な
れ
た
学
生
と
の

別
れ
に
寂
し
さ
を
感
じ
る
一
方

で
、
日
韓
の
絆
を
再
確
認
し
、

達
成
感
も
覚
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
韓
を
通
じ
て
、
韓

国
は
「
近
く
て
遠
い
国
」
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
最
も
近
い
国
な
の
に
、
過
去

の
問
題
が
積
み
残
さ
れ
、
心
理

的
に
は
遠
い
存
在
に
捉
え
ら
れ

が
ち
で
す
。
こ
の
壁
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
今
回
の
よ
う
な

対
話
が
重
要
で
す
。

行
い
ま
し
た
。
私
と
全
州
大
学

校
生
　
人
の
計
　
人
で
テ
ー
ブ

１０

１１

ル
を
囲
み
ま
し
た
。
参
加
学
生

の
日
本
語
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
全
員
の
意
見
を
聞
き
出
す

の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
語
の
得
意
な

学
生
が
韓
国
語
を
交
え
て
積
極

的
に
周
り
の
学
生
に
私
の
話
し

て
い
る
内
容
を
伝
え
く
れ
た
こ

と
で
、
無
事
に
話
し
合
い
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
各
班
に
よ
る
ま
と

め
の
発
表
と
理
事
長
の
総
評
を

心
か
ら
の
歓
迎
の
意
を
感
じ
、

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
状
態
で
、
次

の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
私
た
ち
の
班
で
は
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
日
韓
の
状
況
に
つ
い

て
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

　
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

韓
国
開
催
は
今
回
が
初
と
な
り

ま
す
。
担
当
の
撹
上
理
事
か

ら
、
韓
国
の
大
学
生
と
直
接
的

な
繋
が
り
を
形
成
し
日
韓
関
係

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
役

割
が
、
私
た
ち
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン

バ
ー
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

私
た
ち
は
友
愛
事
務
所
に
て
計

５
回
の
事
前
研
修
を
設
け
ま
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
同
時
通
訳
を
担

当
さ
れ
て
い
る
矢
野
先
生
に
よ

る
韓
国
に
関
す
る
背
景
、
知
識

の
講
義
に
始
ま
り
、
全
州
大
学

校
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
設
定
、
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

重
ね
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
出
発
の
日

と
な
り
ま
し
た
。
金
浦
空
港
か

ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ
と
３
時

間
、
全
州
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
待
ち
受
け
る
出
会
い
に
心
を

躍
ら
せ
つ
つ
も
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
学
生
さ
ん
た
ち
が
心

を
開
い
て
く
れ
る
の
か
不
安
を

拭
い
き
れ
な
い
ま
ま
眠
り
に
つ

き
ま
し
た
。

　
翌
朝
は
バ
ス
で
全
州
大
学
校

に
向
か
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
校

内
施
設
を
案
内
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
次
に
、
講
演
会
場
に
移
動
し

理
事
長
に
続
い
て
ユ
ニ
オ
ン
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
さ
な
い
直
接
交
流
の
意
義
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
多
く
が
私
た
ち
の
発
す
る

一
言
ひ
と
こ
と
に
頷
く
な
ど
反

応
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、

２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
募
集
ス
タ
ー
ト
！

　
全
国
の
学
生
か
ら
募
る
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
の
募
集
が
始
ま
り
益
し
た
。
今
年
は
、
面
接
に
よ
る

選
考
も
加
わ
り
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
に
も
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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